
正誤表

統計ライブラリー『臨床検査への統計学』 (丹後俊郎著/朝倉書店, 1986年)の

正誤表です．

• 44ページ 9行目

[誤] 次に，H0 が棄却された場合，どの群とどの群の間に有意な差があるの

か気になるところである．しかしこの目的のために，gC2 = g(g− 1)/2通り

のすべての組合せに対して，

[正] 次に，H0が棄却された場合には，2標本の差の検定を利用してどの群間

に有意な差があるのかを検討すればよい．しかし，最初から gC2 = g(g−1)/2

通りのすべての組合せに対して，

• 47ページ 3行目

[誤] となっているかというと

[正] となっているかというと，次式より明らかであろう．

• 47ページ 3行目

[誤] より明らかであろう．Sj
2 は (4.35) 式で与えられる群 j の分散である．

問題は∆jk の下限値の設定であり，通常の t検定では

∆jk > tN−g(α/2) (4.39)

となるが，各種多重比較法により異なる．

[正] (上記部分を，以下と差し替え)

　 (b.0)　 Fisherの方法 (Fisher’s LSD, Least Significant Difference)

　帰無仮説H0が F 検定で棄却された場合に，2標本の差の検定を繰り返し，

∆jk > tN−g(α/2) (4.39)

であれば，有意水準 100 α %で (j, k)間に有意差ありと判断する．

• 50ページ (4.45)式

[誤]
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j=1

R2
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rj

[正]
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• 51ページ (4.47)式

[誤] −1

2

[正] −1

2

(
1

nj
+

1

nk

)
• 51ページ 8–9行目

[誤] を用い，N が大きい場合の漸近的下限値を求める．

　通常のWilcoxon検定では，標準正規分布

[正] を用い，N が大きい場合の漸近的下限値を求める．

　 (b.0)　 Fisherの方法

　通常のWilcoxon検定と同じく，標準正規分布

• 51ページ 12–13行目

[誤] H0が棄却されるが，その棄却条件は，多重比較の方法 (内容と考え方は

4.4.1項参照)により異なる．

[正] H0 が棄却される．

• 52ページ下から 10行目

[誤] すべての組合せの差に興味がある場合には Tukeyの方法を使用すれば

よい．

[正]すべての組合せの差に興味があるとしてTukeyの方法を使用してみよう．

• 54ページ 10行目

[誤] 検定総計量

[正] 検定統計量

• 54ページ (4.56)式

[誤] U − 1
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2

[正]
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• 54ページ (4.58)式
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)
• 55ページ 11行目

[誤]

∣∣281.5− 1
222× 48

∣∣+ 1
2

(分母)
= 5.65

[正]

∣∣281.5− 1
222× 48

∣∣− 1
2

(分母)
= 5.63

• 56ページ上から 1つ目の表

[誤]

HHHHHHj

k
2 3

1 2.44 2.86

2 0.41

[正]

HHHHHHj

k
2 3

1 2.39 2.81

2 0.36

• 56ページ 11行目

[誤] この例では同じ結果

[正] この例ではほぼ同じ結果

• 57ページ下から 3行目

[誤] 連続修正項 1/2を

[正] 連続修正項を

• 57ページ式 (4.60)

[誤] −1

2

[正] −1
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)
• 59ページ式 (4.67)

[誤] −1

2

[正] −1
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)
• 60ページ下から 13行目

[誤] 相関係数があるか否か

[正] 相関があるか否か

• 61ページ下から 3行目

[誤] H0 の棄却条件が

|r| > tn−2(α/2)√
n− 2 + [tn−2(α/2)]2

(4.72)

となる．この限界値の表が付表 Jにあるので，(4.70)式を計算しなくとも

[正] H0 の棄却条件が次式のようになる．

|r| > tn−2(α/2)√
n− 2 + [tn−2(α/2)]2

(4.72)

この限界値の表が付表 Jにあるので，簡単に

• 62ページ下から 7–8行目

[誤] つまりこのモデルの下では「X を固定した」という条件付で

[正] つまり回帰直線では「X の測定誤差は (Y に比して) 無視できる」とい

う前提のもとに

• 62ページ下から 3行目

[誤] という前提がある．ここで誤差分散 σ2
E の推定値は

[正] というモデルを考えているのである．ここで誤差分散 σ2
E の推定値は次

式で与えられる．
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• 63ページ 1–5行目

[誤] で推定できる．もし…と一致する．

[正] (削除)

• 63ページ下から 2–6行目

[誤] なお…と求めることができる．

[正] (削除)

• 64ページ 9行目

[誤] 検定は (4.81)式より

n∑
i=1

X2
i = 17× 7.582 + 18× (51.83)2 = 49331.04

となるので，(4.79)式より

[正] 検定は (4.79)式より

• 64ページ下から 5行目

[誤] ことになる．

[正] ことになる．注 3を参照していただきたい．

• 64ページ末尾に以下を挿入

　注 3　上述の例題 4.7をもう少し考えてみよう．(4.75)式で解説したよう

に回帰直線を適用するということは，x(超遠心法) の測定誤差は y(counter

法)に比べて無視できることを認めていることになる．本当にそうだろうか？

　臨床検査における測定法の比較では，x, yともある程度の測定誤差 (精密

度) を認めた上で，両者の期待値の線形関係

E(y) = α+ βE(x)

を問題にしているわけで，この問題に，一方の測定誤差を 0と仮定する回帰

直線の適用は不適切である．この関係式は，回帰直線と区別して「線形関係

式」と呼ばれ，λ = (Y の精密度)/(Xの精密度)，Sxy
2を標本共分散として，

β̂ =

{
Sy

2 − λSx
2 +

√
(Sy

2 − λSx
2)2 + 4λSxy

2

}
/2Sxy,　　α̂ = Y −β̂ X

と推定される．もっとも例題 4.7のように相関係数が 0.95以上あれば，線形

関係式は，ほぼ回帰直線に一致するが，一般にはその違いは無視できない．

• 73ページ 2行目

[誤] 表より

[正] 表 5.2より

• 107ページ表 6.3の 16行 1列

[誤] 23

[正] 32

• 114ページ下から 1–2行目

[誤] 区間 (−∞, A)と (B,∞)の面積で

[正] 区間 [A,B]の面積で

• 115ページ (6.21)式, (6.22)式，および 115ページ下から 1行目, 116ページ

1, 4, 6行目 (各 1箇所，計 6箇所)

[誤]
N∑
i=1

[正]

n∑
i=1

• 117行目 7行目

[誤] µ(0)

[正] µ̂(0)

• 118ページ 5, 6行目 (各 1箇所，計 2箇所)

[誤] N

[正] n

• 125ページ参考文献 7)を次と差し替える．

7) Tango, T. (1986). Estimation of normal ranges of clinical laboratory

data. Statistics in Medicine 5, 335-346.

3



• 128ページ下から 1行目

[誤] 偽陰性者数

[正] 偽陽性者数

• 129ページ (7.6)式，最右辺の分子

[誤] n(TF )

[正] n(TP )

• 131ページ下から 1行目

[誤] n(FN)が 1人 1人が

[正] n(FN)の 1人 1人が

• 156ページ (8.36)式

[誤] X − CnS < X < X − CnS

[正] X − CnS < X < X + CnS

• 162ページ下から 3–4行目

[誤] PC-9800シリーズではもっと時間は短縮される．

[正] PC-9800シリーズでは種類によって異なるが，5～20分前後である．

• 162ページ終わりに以下を挿入

　注　このプログラムではデータ数 N がだいたい 30以上を想定している．

　整数部分が 3桁以上のデータがある場合には 10または 100であらかじめ

割った数値を入れること．数値が大きいとオーバーフローが起きる．または

このプログラムを適当に修正して使用されたい．

• 164ページのプログラム 1840行と 1850行の間に以下を挿入

1845 IF L=3 THEN IF A < 0 THEN A=0
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